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2024年1月25日
独立行政法人製品評価技術基盤機構（NITE)

バイオテクノロジーセンター 計画課 髙木 智代

（Biological Resource Center, NITE ： NBRC）

1© 2023 NITE



目次

1.（独）製品評価技術基盤機構（NITE）の概要

2. NITEバイオテクノロジーセンター（NBRC）の概要

3. NBRCが提供する各種サービス・支援制度

4. 社会実装事例

5. まとめ

2



目次

1.（独）製品評価技術基盤機構（NITE）の概要

2. NITEバイオテクノロジーセンター（NBRC）の概要

3. NBRCが提供する各種サービス・支援制度

4. 社会実装事例

5. まとめ

3



■「行政執行法人」型の独立行政法人（独立行政法人通則法）

・国家公務員型
・国の指示・相当な関与の下に執行
・毎年度国が定める業務運営目標を達成するための計画に基づき実施
・経済産業大臣が毎年度業績を評価

■ 機構の目的（製品評価技術基盤機構法第三条）

工業製品等に関する技術上の評価等を行うとともに、工業製品等の品質に関する情報
の収集、評価、整理及び提供等を行うことにより、工業製品等の品質の向上、安全性の確
保及び取引の円滑化のための技術的な基盤の整備を図り、もって経済及び産業の発展
並びに鉱物資源及びエネルギーの安定的かつ効率的な供給の確保に資することを目的と
する。

■ 事業規模・人員
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NITEの組織、業務、事業規模・人員

・常勤職員 424名（うち技術系職員360名・85%）、非常勤職員 225名［令和5年7月1日時点］

・運営費交付金 令和5年度 78億円



今後の不確実な社会変化に柔軟に対応し、新たな創造性を発揮できるよう組織力・人材力
を強化し、デジタル技術等を活用した事業価値の向上を図るとともに、社会・経済の制度構
築と、イノベーション支援のための活動を車の両輪としてバランス良く取り組むことで、安全・安
心な国民生活の実現と健全で持続性のある産業発展に貢献する。
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NITE第２期中期方針（令和４年度～）



長谷川 史彦
（前 東北大学未来科学技術共同研究センター センター長）

理事長 監事

監査室

デジタル監

（2名）

（２名）

（13名）

（大阪・東京）国際評価技術本部 （53名）

化学物質管理センター （東京）（65名）

（東京）認定センター （51名）

（大阪・東京・群馬）製品安全センター （81名）

北海道支所 （2名）（札幌）

東北支所 （６名）（仙台）

中部支所 （11名）（名古屋）

北陸支所 （5名）（金沢）

中国支所 （3名）（広島）

四国支所 （3名）（高松）

九州支所 （7名）（福岡）
（組織名の後の括弧内数字は常勤職員数、
令和５年７月１日現在）

（2名）

（木更津・東京）バイオテクノロジーセンター （75名）

リスクマネジメント推進統括官 （2名）

企画管理部 （53名）（東京・大阪）
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NITEの組織図

技監（２名）

製品安全センター(大阪市)

本所（東京都渋谷区）

大型蓄電池試験施設(大阪市)

（平成28年7月から本格稼働）

バイオテクノロジーセンター
（千葉県木更津市）

（かずさアカデミアパーク内）

製品安全センター
燃焼技術センター

（群馬県桐生市）

理事

バイオ

国際

製安

製安



１．製品安全分野

２．化学物質管理分野

３．バイオテクノロジー分野

化学物質の人の健康や環境に影響するリスクの
低減に貢献するとともに、 国際社会の変化に柔
軟に対応した化学物質管理制度の構築に向けた
支援を行います。

生物資源や遺伝子組換え技術の産業利用にお
ける安全確保と、生物資源及び関連情報の利活
用によるイノベーション促進により、バイオ産業の持
続的な発展を支援しています。

４．適合性認定分野

公的認定機関として、 試験所・校正機関・製品
認証機関・標準物質生産者を国際規格に基づ
いて認定し、 試験 ・ 校正データの信頼性や製品
の品質を支えています。

５．国際評価技術分野

６．マネジメント分野

大型蓄電池ｼｽﾃﾑなど、戦略的技術分野におけ
る、先進的な技術 ・ 知見等を活用 した評価技
術の開発、 国際標準の提案、認証基盤の整備
等や電気保安行政支援を行います。

成長分野への重点投資、政策ニーズ・顧客ニーズ
を踏まえた戦略の検討、人事制度の見直し、Ｄ
Ｘの推進、分かりやすい広報など、経営マネジメン
ト改革を強力に推進しています。
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NITEの業務分野の全体像

製品事故に関する情報を調査、 分析し、 再発・未然
防止やリスクの低い製品開発に向けて必要な情報を
発信します。
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OECDは「The Bioeconomy to 2030」において、バイオテクノロジーを活用した「バイオエコノミー」の世界市場が
2030年に約200兆円に成長すると予測。

バイオテクノロジーが切り拓く「バイオエコノミー」
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NITEバイオテクノロジーセンター（NBRC）の業務概要

【事業内容】
経済産業省によるバイオ政策の下、生物遺伝資源の収集、評価、整理及び提供並びに生物多様性条約に関する法的枠
組みの執行支援等を通じて蓄積した技術や知見を活かし、生物遺伝資源等の利用環境を整備するとともに、情報提供や企
業等との共同事業を通じて生物遺伝資源等の利活用を促進し、我が国バイオ産業の健全かつ中長期的な発展に貢献する。

産業有用微生物の収集・保存・提供
（9万5千株を超える微生物を保存）

特許法・ブダペスト条約に基づく

特許微生物寄託業務*

カルタヘナ法執行支援*

生物多様性条約・名古屋議定書対応*
（海外生物資源へのアクセスと利益配分）

NBRCの有する生物資源に関する
優れた技術・知見及び国際信用力を活用

微生物利活用に係る
技術支援

生物資源の利用環境整備 情報提供及び技術支援

微生物の安全情報や
機能情報等の提供

産業基盤となる生物資源の収集・受託・保存・提供

*は法執行支援業務

10© 2023 NITE



目次

1.（独）製品評価技術基盤機構（NITE）の概要

2. NITEバイオテクノロジーセンター（NBRC）の概要

3. NBRCが提供する各種サービス・支援制度

4. 社会実装事例

5. まとめ

11



NBRC 株 約35,000株
◆主に国内外の研究者から寄託された微生物

✓ 依頼に対して菌株を分譲

✓ 検定用、参照用、教材用等

⇒ 検定用：ISO、JIS、日本薬局方等で規定された公的試験

方法の中で、特定のNBRC株の使用が明記されている

✓ ISO9001に基づき安定な品質で提供

RD株 約60,000株
◆NBRCが独自に収集した微生物

（簡易同定済み、属レベル）

✓ 依頼に対して1年ごとの貸与

✓ スクリーニング用等

✓ 国内由来株：NBRCが所有

✓ 海外由来株：アジア各国で収集し、日本に移転
⇒ 利用時に生物多様性条約に則った原産国への利益配分を

含む契約をNBRCとの間で締結することで、安心して産業化
に向けた利用が可能

➢ISO9001の品質マネジメントシステムを導入し、
高度に管理された微生物株を保存し提供するもの
➢基本的に種レベルまで同定されている

➢基本的には属レベルの同定のみ
➢安価なスクリーニング源として利用できるコレクション

微生物資源の保存・提供 -微生物の保有数は世界最大級-

12© 2023 NITE
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RD株NBRC 株 ※一例です

※アカデミック価格は、国又は地方公共団体が設立した法人、
学校法人、公益社団法人及び公益財団法人向けです

※利用料は １ 年毎のお支払いとなるため 更新手続きが必要です

国内由来 海外由来

企業等・アカデミック
共通

1,210円 1,050円

L-乾燥標品 凍結・融解標品 培養標品

企業等 11,000円 10,120円 18,920円

アカデミック 5,500円 5,060円 9,460円



バイオ デジタル
・資源（微生物、植物、動物等）
・資源についてのメタ情報
（由来、分離源、機能、学会情報等）

・オミックスデータ（ゲノム、メタゲノム、プロテオーム等）
・資源についての計測データとメタ情報

（系統分類情報等）

両者を合わせて統合検索

生物資源を探している方
特性, 分離源, データの有無で所望の資源を検索･利用

生物資源と関連する実験データ・オミクスデータの総合サイト

デジタルデータを探している方
データの種類や条件, 資源の有無でデータを利用

➢ 未来投資戦略2017（平成29年6月9日閣議決定）に基づき、生物資源データを集約した横断的データ
ベースとして生物資源データプラットフォーム(DBRP)を構築

➢ NBRCが保有・提供している５万株以上の微生物及び関連するデジタル情報を搭載し、2019年6月26日
に運用を開始

➢ 企業や公設試等が保有する微生物の情報・データも順次搭載し公開

生物資源データプラットフォーム：
DBRP （DBRP：Data and Biological Resource Platform)

14© 2023 NITE
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微生物にかかわる欲しいデータが得られる

生物資源データプラットフォーム（DBRP）を公開 しています

© 2023 NITE

生物資源データプラットフォーム（DBRP）とは
我が国のバイオエコノミー社会の実現に向け

て、生物資源にかかわるデータ（分離源、文献
情報、物質の生産能、オミクス解析データ等 ）
を一元的に集約し、ワンストップで検索が可能
な生物資源データプラットフォーム（DBRP）
を公開しています。

ご希望に応じて個社様向け
説明会の開催も可能です
担当連絡先：計画課 バイオ戦略・広報室

Mail：bio-inquiry@nite.go.jp
TEL：03-3481-1933

Click

生物資源データ
（NBRCが保有する生物資源

5万7千株以上のデータも収録）

乳酸菌の新しい情報はないかな？

GABA生産能のある菌株はないかな？

解析データから検索

微生物名から検索

分離源から検索

用途から検索

〇〇から分離された微生物はないかな？

発酵食品つくりたいけどいい株ないかな？

etc.

特定のコミュニティのみに
限定して情報を公開可能

〇〇生産能のある菌株を所有
しているけど、どこか有効活用
してくれるところはないかな？

データ連携

国内企業、公設試、
大学等が保有する
微生物等のデータを登録

他の機関のデータベース＋

菌株情報を検索 菌株情報を登録

• NBRC保有微生物
• 味の素㈱
• 静岡県
• 和歌山県
• ㈱テクノスルガ・ラボ
• 鳥取大学
• ㈱Seed Bank
• JAMSTEC
• 山形県

登録事例

https://www.nite.go.jp/nbrc/dbrp/top
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遺伝子組換え生物の利用支援（カルタヘナ法執行支援）

◆大臣確認審査への支援
遺伝子組換え生物の第二種使用をする者は、あら
かじめ主務大臣の確認を受けた拡散防止措置を執
らなければならない。

◆立入検査
遺伝子組換え生物を使用する事業者に対して、
NITEは立入検査を行っている。

経済産業大臣 審査（METI及びNITE）

大
臣
確
認
書

経済産業大臣

②立入検査の実施

（
④
必
要
に
応
じ
て
措
置
命
令
）

事業者（遺伝子組換え生物を鉱工業利用している）

事業者（遺伝子組換え生物を鉱工業利用したい）

①指示
③報告

NITE
法令遵守状況の確認のための
立入検査を実施

法律が適切に執行され、遺伝子組換え生物が安全に使用されることにより、
遺伝子組換え生物を使用した研究開発や産業利用が促進される。

※e-Govによる電子申請

NITE
事前相談及び技術的支援を実施
➢大臣確認書発行までの期間が迅速化

申請書(案)の確認
※
申
請
書
の
提
出
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特許寄託制度

・微生物関連発明に係る微生物を寄託機関に寄託し一定の条件下で分譲を可能とする制度

・当該発明に係る微生物の存在を担保（同じ微生物を再発見することは困難）

・第三者がその発明を実施可能（明細書だけでは発明の再現が不可能）

発明の確認

明細書

寄託機関

微生物ＸはＺ渓谷
から単離された。

微生物ＸはＹ属に
属し性質は…であ
る。

微生物Ｘの分譲
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国際寄託・国内寄託

国際寄託
（ブダペスト条約※に基づく寄託）

条約以前の国際寄託制度

外国（ブダペスト条約締約8９カ国）へ
特許出願する際に、一カ所の国際寄託当局（IDA）に
寄託するだけでよい制度。26カ国に49のIDAがあり、

NITEは国内における唯一のIDA。

特許出願先各国で必要とされる微生物の寄託について各締結国が
いずれかの国際寄託当局(IDA)に対して行った微生物寄託の効果を
自国への特許手続きとして認め合う条約
世界知的所有権機関（WIPO）が管理

※

◆特許微生物寄託センター(NPMD)
平成16年4月 IDA取得及び指定、事業開始

昭和43年事業開始、昭和45年指定、昭和56年IDA取得

◆特許生物寄託センター(NITE-IPOD)

国際寄託当局（IDA）の地位取得
及び国内機関としての指定

国内寄託
（特許法施行規則に基づく寄託）

日本国内に特許出願をする場合に
利用する制度

特許庁長官が指定した寄託機関

日本特許庁

寄託

出願
出願人条約による国際寄託制度

特許出願

微生物寄託

日本特許庁

国際寄託機関

A国特許庁

B国特許庁

C国特許庁

日本特許庁

日本の寄託機関
A国特許庁

A国寄託機関

B国特許庁

B国寄託機関

C国特許庁

C国寄託機関
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生物遺伝資源バックアップサービス

・東日本大震災では、地域の微生物提供機関や酒蔵等で保管されていた貴重な微生物資源が消失しました。

・一度失われた生物資源は取り返すことが困難です。このような災害や事故等で貴重な生物資源を消失しない
ように、NITEでは企業等から微生物を預かり安全に保管するサービスを実施しています。

●バックアップ保管サービス概要 ●各種サービス

機器単位 箱単位 識別番号単位

安全保管 安全寄託

液体窒素タンク
（-170℃）

冷蔵庫
（4℃）

ディープフリーザー

（-80℃）

液体窒素タンク
（-170℃）

ディープフリーザー

（-80℃）

液体窒素タンク
（-170℃）

冷蔵庫（4℃）の設定は
ありません。

ディープフリーザー

（-80℃）
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NBRCが提供する微生物株の社会実装例（検定菌）

検定菌とは、ISO規格、日本産業規格（JIS)、日本薬局方などに微生物の性質を応用した試験が規定されている際に、試験の基
準や参照として用いられる微生物株のこと。
検定菌は、大腸菌やブドウ球菌等が指定されているほか、ウイルス代替としてバクテリオファージ（細菌に感染するウイルス）が指定

されており、製品の品質管理等で重要な役割を果たしている。

■ 検定菌とは

◇空気清浄機の浮遊ウイルスに対する除去性能評価試験方法、空気清浄機の室内付着ウイルスに対する抑制性能評価試験方法など（一般社団
法人日本電機工業会）

【検定菌を利用する規格試験例】
◇第十七改正日本薬局方（参考情報 G4 微生物関連 消毒法及び除染法）

◇抗菌加工製品の抗菌性試験方法・抗菌効果（追補1）（JIS Z 2801:2012）

◇ファインセラミックス－光触媒材料の抗ウイルス性試験方法（JIS R 1706:2013、JIS R 1756:2013）

利用目的ごとの分譲本数

利用目的 平常時※ 令和2年度 平常時比

ウイルス・コロナ 24 277 11倍

除菌・消毒 57 120 2倍

※平常時：過去5年間の平均

コロナ禍により急速に高まった衛生関連試験ニーズへの迅速な対応と安定
供給、産業支援
新型コロナウイルスがまん延した令和2年度の菌株の利用目的を分析したところ、年度を通じて、
「ウイルス・コロナ」に関連した利用が平常時と比較して顕著に増加した。「除菌・消毒」も倍増した。
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NBRCが提供する微生物株・利用技術の社会実装例（食品・化粧品等）

酵母による化粧品原料の開発機能性サプリメント原料の開発

NITEが君津市と連携して分離した、君津
市特産の花「カラー」由来の酵母を使用し
て、株式会社テクノーブルと株式会社シー
ボンが共同でスキンケア商品を開発。

NITEが共同事業で提供した微細
藻類を使用して、パナック株式会
社が化粧品原料として有効な成
分を発見。パナック株式会社と化
粧品メーカー等の化粧品共同開
発に貢献した。

NITEが保有する乳酸菌（NBRC株）
の中から、新規の日本酒製造プロセス
に最適な食品由来の乳酸菌を提供。
開発された日本酒は黄桜株式会社の
特別純米酒に。

健康

地域資源による化粧品の開発

日本酒の開発 藻類による化粧品原料の開発

国産チーズの開発

NITEが提供した国内産菌株
（RD株）で、チーズ工房 千
がナチュラルチーズ「豊熟」を製
造し、Japan Cheese 
Award 2018で銅賞を受
賞。
海外産微生物の利用で独占
状態にあるチーズ製造の分野に
おいて、オール国産によるチーズ
の発展の可能性を提示した。

食品 化粧品

NITEの技術知見の提供により、
株式会社ダイセルが有用物質の
生産菌の分離に成功。
世界で初めてウロリチンA（細胞を
再活性化するウェルエイジング素
材として注目を集めている物質）
の大量生産に成功し、食品素材
として令和3年5月から販売。

開発概要

開発概要

開発概要

開発概要

NITEが提供した菌株（RD株）を使用して、
株式会社東洋発酵が化粧品原料を開発。
セラミドの生産を活性化する酵母で化粧品原
料を製造するというこれまで他社においても事例
のない試みにより、売れ筋商品に。

開発概要

開発概要

日
本
の
化
粧
品
会
社

か
ら
発
売
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微生物の分離・培養技術の社会実装例

23© 2023 NITE

トリクロロエチレンなどの塩素化エチレン類は洗浄剤として幅広い業種で使用されてきました。塩素化エチレン類は、浸透性
や水溶性の高さから地下水への汚染が生じやすく、我が国における主要な汚染物質になっており（図１）、汚染された地下水
を原位置で微生物を用いて浄化する技術に期待が高まっています。

※現在はバイオレメディエーションの共同事業は実施していません



マイクロバイオーム測定のための標準微生物の提供とその後の展開

24

技術的課題
⚫微生物叢解析では実験手法の違いによって結果が異なってしまう。
⚫微生物叢解析の信頼性向上には、実験手法を評価するために、計測

レファレンス（計量時の基準となる参照物質）を利用することが有効。

⚫ヒトマイクロバイオーム産業市場は2023年には約680億円
になると予測（出典：MARKETS AND MARKETS プレスリリース）

背景 課題
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「バイオものづくり」：微生物の活用が社会課題解決の鍵となる

・標準化戦略
・化学物質管理
・ブランド化 等

株化

カーボン
ニュートラル

バイオエコノミー
社会

持続可能社会

技術・ノウハウ 生物遺伝資源 生物資源データ

チーム
NITE

データ化

★微生物データの一元化

スマートセル開発

目的の物質を生産する微生物を
遺伝子改変などにより開発する

✓抗菌・消毒試験
✓Ames試験 等

標準化

✓海洋生分解性
✓微生物カクテル
✓タンパク質繊維 等

素材、化学品 ヘルスケア

バイオファウンドリー

目的の物質を微生物を用いて
大量生産

✓効率生産

✓制御

✓効率精製

✓CO2削減

✓廃棄物処理

物質生産設計にハマる微生物やデータを
多種多様な中から「目利き」で提供

品質・標準化

★環境中から目的の微生物を取得、分離、
同定する技術

★培養が難しい微生物を試験管レベルで
培養できる技術

★微生物の性質（安全性や有用性）を
明らかにする分析技術

試験、認定

生物資源データ
プラットフォーム

医薬品

★約9万5千株の微生物資源を保存･提供
★有用な微生物の目利きができる

分離したい
目的の微生物

★目的に応じた微生物関連データの
提供

自然環境には多様な
微生物が存在している

分離培養

１種類の微生物の状態で
培養 ⇒  純粋培養

連携

Design

Build Test

Learn
開発した情報解析技術と
データ/知識ベースを融合した
スマートセル候補の設計

物質生産向上に
資する配列・遺伝子・
酵素タンパク質の特徴量抽出

高精度オミクスを
活用したハイスループット
微生物評価

長鎖DNAを用いた
ハイスループット微生物合成

産業用酵素

食品

NITEバイオCの持つ技術・強み (★)

バイオ燃料

社会実装を
サポート

得
ら
れ
た
デ
ー
タ
の
収
集

データの提供データの提供

カ
ル
タ
ヘ
ナ
法
執
行
支
援
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微生物のパワーをバイオ産業の発展に活かす安全とあなたの未来を支えます

ご清聴ありがとうございました。
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